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１　経緯
鳥取市被保護者及び生活困窮者就労準備支援事業の業務委託事業者の選定にあたり、応募者から提出された提案書類と提案説明・質疑により審査を実施しました。
このたび審査が終了し、優先交渉事業者を決定しましたので、選考結果を報告します。

２　選考までの経過
	経　過　項　目
	年　月　日

	公告、募集要領の公開
	令和５年１２月２５日

	参加申込書、企画提案書等の受付期限
	令和６年　１月１８日

	審査日（提案説明、質疑）
	令和６年　１月２４日



３　選考にあたっての考え方
「鳥取市被保護者及び生活困窮者就労準備支援事業企画提案募集要領」においてあらかじめ定めた審査基準に従って、申請内容が適切であること、提案内容が基準点に達しているかどうかを審議しました。

４　応募者
　　労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団
以上１者。

５　評点者
　　生活福祉課職員　１名
　　中央人権福祉センター職員　１名
　　ハローワーク鳥取職員　１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上３名。


６　評価得点（評点者３名）
	　　評  価  項  目
	配点
	合計点

	事業者の業務実績
①　同種又は類似業務に係る実績
	30
	24

	実施体制
　①　指揮系統・責任体制は明確かつ適切なものか
②　業務従事者の資格や経験は適切なものか
③　支援対象者の個人情報の管理体制・方法は十分で
あるか
④　新型コロナウイルス感染防止対策は十分であるか
	60
	52

	見積金額の妥当性
　①　業務内容に対する積算内訳は適切なものか
	30
	24

	提案内容のヒアリング
	被保護者及び生活困窮者に対し、就労支援を行う上での現状の認識、理解はあるか
	30
	25

	
	本市の雇用情勢を踏まえて就労状況をどのように分析しているか
	30
	23

	
	就労先開拓に関する考え方、手法はどうか
	30
	24

	
	事業運営にあたり、地元雇用等地元貢献に関する考え方はどうか
	30
	24

	
	就職率の設定目標の妥当性はどうか
	30
	22

	
	独自提案はあるか
	30
	23

	合 　   計
	300
	241



７　結果
【最優秀提案者】労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団
企画提案書及びヒアリング時の説明・質疑応答等の内容に基づき審査した結果、評点者の合計点数が300点満点中241点、得点率80.3％となり、基準である70％を超えているため優先交渉事業者として適切であると判断する。

